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令和６年度 地域内フィーダー系統に係る地域公共交通確保維持事業の詳細 

 

市町村名： 酒田市  

 
○地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金に関する事項 

（地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱第 17条第 2項第 1号～第 4号関係） 

１．地域公共交通確保維持事業の内容及び実施主体に関する詳細 

○ 山形県地域公共交通計画＜施策・事業３－２－１＞地域内交通ネットワークについて、市内関係

者及び隣接地域の意見を踏まえた改善や見直しの検討等を定期的に行う。 

・ 地域公共交通会議における、市内交通ネットワークの課題に関する年２回程度の定期的な協議・

検証、及び、系統・便数・運行ダイヤ等の見直し・改善（酒田市） 

○ 山形県地域公共交通計画＜施策・事業１－１－１＞＜１－２－１＞によって整備・運用されてい

る山形県地域公共交通情報共有基盤に対し、GTFS-JP等のデータを適時適切に提供する。（酒田市、

事業者） 

・ GTFS-JPの作成・提供（酒田市） 

・ 本市作成の GTFS-JPを反映した乗換検索サイトの市ホームページ等での紹介（酒田市） 

○ 山形県地域公共交通計画の＜施策・事業３－１－１＞に基づき、特に本事業の対象路線・サービ

スが接続する地域間交通ネットワークの維持・強化を図る。（酒田市） 

・ 地域公共交通計画の＜施策・事業２－１－１＞によって導入される交通系ＩＣカードについて、

市民や来訪者への普及啓発（事業者、酒田市） 

・ 本事業対象路線・サービスに対して交通系ＩＣカードの今後導入について検討（酒田市、事業

者） 

○ その他、公共交通サービスの利用促進や改善のための事業を実施する。 

 

２．運行系統の概要及び運送予定者 

 
地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表１」を作成し添付 

 

３．運行系統の利用者の数、収支、費用に係る国又は地方公共団体の支出の額その

他の定量的な目標・効果及びその評価手法・測定方法 

○ 山形県地域公共交通計画 大目標 数値目標２の酒田市相当分の達成 

・ 県全体目標値（目標年度：R7） 

ＲＥＳＡＳの移動実態数値（本県への来訪者数等）：県外 60,000 人、県内 70,000 人 

・ 酒田市目標値（目標年度：R7） 

県外 4,687人、県内 3,828人 

○ 山形県地域公共交通計画 中目標（３）数値目標３の酒田市相当分の達成 

・ 県全体目標値（目標年度：R7） 

市町村総合交付金対象路線・サービス（本計画対象系統を含む地域内交通ネットワーク全

体）の人口あたりの乗車人員：2.50 回／人 

・ 酒田市の目標値（目標年度：R7） 

1.2回／人（直近年度の実績 143,212人） 

○ 山形県地域公共交通計画 中目標（３）数値目標４の酒田市相当分の達成 

・ 県全体目標値（目標年度：R7） 

市町村の移動サービスに対する負担額 

地域鉄道    ： 7,203万 6千円（直近年度の実績 7,203万 6千円） 

路線バス    ： 4億 6,000万円（直近年度の実績 4億 7,553万 4千円） 

 コミュニティバス： 4億 4,000 万円（直近年度の実績 5億 3,331 万 4千円） 

 デマンド交通  ： 1億 5,000 万円（直近年度の実績 2億 4,033 万 9千円） 

   タクシー    ： 1 億円    （直近年度の実績 103千円） 
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・ 酒田市目標値（目標年度：R7） 

（当該市町村が支出している交通モードの目標値、現況地を記載） 

路線バス  ： 7,179万 3千円（直近年度の実績 1億 5,248 万 6千円） 

デマンド交通： 3,908万 9千円（直近年度の実績   3,877万 4 千円） 

 

○ 上記目標を達成するための細目標の達成（年次目標） 

【令和５年 10月１日～令和６年９月 30日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事業の効果 

・ 上記路線を維持することにより、酒田市の高齢者等の日常生活に必要不可欠な移動手段が確

保される。また、幹線・支線のネットワークが連携することで、効率的な運行体系が実現でき

る。さらには、外出促進・地域活性化にもつながる。 

○ 上記目標・細目標の評価手法・測定方法 

・ 上記目標・細目標の年度毎の達成状況について、最新のＲＥＳＡＳの数値や事業者等から提

出された利用者数・収支率等の実績を基に、山形県地域公共交通活性化協議会において評価・

検討を行う。 

 

 

４．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 
 

地域公共交通確保維持事業によって運行の維持を図る路線については、その運行に係る費用総額

1 億 3,204万円のうち、酒田市では運行収入及び国庫補助金を運行経費から差し引いた差額分を負担

することとしている。 

また、補助対象路線への上記酒田市の補助金額も含めた「別紙（山形県市町村総合交付金申請予定

事業一覧）」に記載された交通サービスに対する酒田市の負担については、山形県市町村総合交付金

交付要綱に基づき、一定額を県が負担する。 

 

系統名 

（国庫補助対象路線） 

利用者数（人） 

(直近年度の実績) 

収支率（％） 

(直近年度の実績) 

酒田市負担額（千円） 

(直近年度の実績) 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

市内循環Ａ線 30,582 （21,132） 32.5 （34.4） 11,092 （7,357） 

市内循環Ｂ線 31,182 （20,467） 32.7 （38.8） 11,222 （8,101） 

市内循環Ｃ線 3,993 （3,698） 10.5 （15.5） 5,956 （3,901） 

市内循環Ｄ線 3,993 （3,781） 10.3 （15.5） 6,046 （3,988） 

酒田駅大学線１ 17,606 （20,765） 15.5 （24.1） 16,744 （10,273） 

酒田駅大学線２ 5,869 （5,887） 19.1 （24.1） 4,341 （2,913） 

酒田駅大学線３ 3,912 （5,137） 13.9 （24.1） 4,235 （2,541） 

酒田駅大学線４ 3,912 （1,801） 40.2 （24.1） 1,016 （891） 

酒田駅大学線５ 3,912 （2,586） 27.8 （24.1） 1,776 （1,279） 

酒田駅大学線６ 1,956 （854） 42.4 （24.2） 463 （422） 

古湊アイアイひらた線 9,166 （6,759） 15.2 （18.1） 8,900 （6,062） 

デ
マ
ン
ド
交
通 

新堀・広野地区 447 （640） 15.3 （9.3） 1,234 （3,086） 

東平田・中平田・北平田地区 1,187 （622） 14.2 （12.7） 3,584 （2,144） 

西荒瀬・南遊佐地区 1,640 （932） 17.2 （12.7） 3,957 （3,151） 

本楯・上田地区 999 （526） 14.8 （11.7） 2,879 （2,020） 

浜中・黒森・十坂地区 1,174 （1,032） 15.6 （8.8） 3,171 （3,660） 

八幡地域 1,494 （560） 15.6 （5.2） 4,035 （3,607） 

松山地域 2,382 （1,421） 16.1 （8.2） 6,227 （6,106） 

平田地域 1,598 （624） 15.6 （9.2） 4,316 （2,545） 

平田総合支所管内便 1,598 （836） 9.4 （6.0） 4,636 （2,795） 
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○車両減価償却費等国庫補助金に関する事項 

（地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱第 21条第 1号～第 4号関係） 

５．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金を受けようとする場合のみ】 
 

古湊アイアイひらた線（月水金曜日の運行）と曜日を分け、週３日の運行日であった市内循環Ｃ

線・Ｄ線を路線改編し、酒田駅飯森山線の一部経路を統合した新しい市内循環Ｃ線・Ｄ線を運行して

いる。運行経路の増加に加え、運行日を週３日から平日運行に拡充することで利便性向上と利用者

数の増加を図るため、古湊アイアイひらた線と曜日を分け合わずに運行できるよう、ノンステップ

型のバスを１台購入して運行に使用している。 

 

また、主として酒田駅大学線で使用しているバス車両は、導入から１５年を超えており、毎日運行

の路線として使用頻度が高いことなどもあって、老朽化が著しい状況となっている。 

修繕機会の増加や長期化が重なって必要な車両数に不足が生じ、路線運休につながることになれ

ば、利用者の利便性と信頼を大きく失うこととなる。 

安全安心な公共交通を維持し、通院、買物、通学、通勤、観光といった日常生活に必要な移動手段

を確保するため、ノンステップ型のバスを１台購入する必要がある。 

 

６．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 

○ 山形県地域公共交通計画 中目標（３）数値目標３の酒田市相当分の達成 

・ 県全体目標値（目標年度：R7） 

市町村総合交付金対象路線・サービス（本計画対象系統を含む地域内交通ネットワーク全

体）の人口あたりの乗車人員：2.50 回／人 

・ 酒田市の目標値（目標年度：R7） 

1.2回／人（直近年度の実績 143,212人） 

○ 山形県地域公共交通計画 中目標（３）数値目標４の酒田市相当分の達成 

・ 県全体目標値（目標年度：R7） 

市町村の移動サービスに対する負担額 

地域鉄道    ： 7,203万 6千円（直近年度の実績 7,203万 6千円） 

路線バス    ： 4億 6,000万円（直近年度の実績 4億 7,553万 4千円） 

 コミュニティバス： 4億 4,000 万円（直近年度の実績 5億 3,331 万 4千円） 

 デマンド交通  ： 1億 5,000 万円（直近年度の実績 2億 4,033 万 9千円） 

   タクシー    ： 1 億円    （直近年度の実績 103千円） 

・ 酒田市目標値（目標年度：R7） 

（当該市町村が支出している交通モードの目標値、現況地を記載） 

路線バス  ： 7,179万 3千円（直近年度の実績 1億 5,248 万 6千円） 

デマンド交通： 3,908万 9千円（直近年度の実績   3,877万 4 千円） 
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○ 上記目標を達成するための細目標の達成（年次目標） 

【令和５年 10月１日～令和６年９月 30日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事業の効果 

 

市内循環Ｃ線・Ｄ線を維持することにより、市街地の高齢者等の日常生活に必要不可欠な移動手

段が確保される。また、幹線・支線のネットワークが連携することで、効率的な運行体系が実現でき

る。さらには、外出促進・地域活性化にもつながる。 

また、酒田駅大学線を維持することにより、宮野浦地域の高齢者等の日常生活に必要不可欠な移

動手段が確保される。また、幹線・支線のネットワークが連携することで、効率的な運行体系が実現

できる。沿線には大学や工業団地、観光施設などもあり、通学、通勤、観光など、さまざまなニーズ

に対応する路線を維持することによって、外出促進や地域活性化にもつながる。 

 

７．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者【車両減価償却費等国庫補

助金を受けようとする場合のみ】 

 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表６」を作成し添付 

 

８．車両の取得に要する費用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫

補助金を受けようとする場合のみ】 

 

地域公共交通確保維持事業によって運行の維持を図る市内循環Ｃ線・Ｄ線について、車両の取得

に係る費用 21,439 千円（総額 21,513 千円）のうち、酒田市は国庫補助金を差し引いた差額分を負

担することとしている。 

また、地域公共交通確保維持事業によって運行の維持を図る酒田駅大学線については、車両の取

得に係る費用 25,000千円（見込み概算）のうち、酒田市は国庫補助金を差し引いた差額分を負担す

ることとしている。 

 

 

○その他申請に関する事項 

９．協議会の開催状況と主な議論 

 

○ 山形県地域公共交通活性化協議会 

＜令和 4 年度＞ 

・令和 4 年 6月 27 日（第 1 回）：地域公共交通計画の修正等についての議論案の議論 

・令和 4 年 9月 21 日（第２回）：地域間幹線系統の協議運賃についての議論（書面協議） 

 （日付けは書面協議成立時） 

 

系統名 

（国庫補助対象路線） 

利用者数（人） 

(直近年度の実績) 

収支率（％） 

(直近年度の実績) 

酒田市負担額（千円） 

(直近年度の実績) 

市内循環Ｃ線 3,993 （3,698） 10.5 （15.5） 5,956 （3,901） 

市内循環Ｄ線 3,993 （3,781） 10.3 （15.5） 6,046 （3,988） 

酒田駅大学線１ 17,606 （20,765） 15.5 （24.1） 16,744 （10,273） 

酒田駅大学線２ 5,869 （5,887） 19.1 （24.1） 4,341 （2,913） 

酒田駅大学線３ 3,912 （5,137） 13.9 （24.1） 4,235 （2,541） 

酒田駅大学線４ 3,912 （1,801） 40.2 （24.1） 1,016 （891） 

酒田駅大学線５ 3,912 （2,586） 27.8 （24.1） 1,776 （1,279） 

酒田駅大学線６ 1,956 （854） 42.4 （24.2） 463 （422） 
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・令和 5 年 1月 27 日（第３回）：令和４年度地域公共交通確保維持事業に関する事業評価に 

ついての議論 

・令和 5 年 3月 30 日（第 4 回）：山形県地域公共交通計画の変更について（書面協議） 

 （日付けは書面協議成立時） 

 

＜令和 5年度＞ 

・令和 5年 6月 28日（第 1回）：山形県地域公共交通計画の変更等について 

 

○ 山形県地域公共交通活性化協議会（地域別部会） 

＜令和 4年度＞ 

・令和 4年 7月 19日：地域間幹線系統及び地域内フィーダー系統に係る地域公共交通 

（日付は書面協議成立時）            確保維持事業の詳細の変更について 

・令和 4年 8月 30日：地域内フィーダー系統に係る地域公共交通確保維持事業の 

（日付は書面協議成立時）                                     詳細の変更について 

・令和 4年 12月 23日：地域間幹線系統及び地域内フィーダー系統に係る地域公共交通 

（日付は書面協議成立時）                       確保維持事業の詳細の変更について 

 

○ 酒田市地域公共交通会議 

＜令和 4 年度＞ 

・令和 4年 8 月 22日：生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）について協議 

令和 3年度の酒田市地域公共交通運行状況について報告 

酒田市地域公共交通計画における数値指標の状況について報告 

 

○ その他公共交通に関連する住民説明会等 

＜令和 4 年度＞ 

・地域自治会の集会等での説明、地元小学校の総合学習の場での説明 合計 18回 

 

１０．利用者等の意見の反映状況 

 

山形県地域公共交通活性化協議会及びその地域別部会については、原則すべての資料及び議事が

協議会事務局（山形県）により酒田市民も含めた県民全てに公開され、議事やその他地域公共交通に

関する意見の提供ができる状況にあり、提供された意見については、施策の反映につなげている。 

酒田市地域公共交通計画の策定及び路線改編の実施に際しては、利用者アンケートの実施、地域

団体・交通事業者等との意見交換会、パブリックコメントの実施、酒田市地域公共交通会議で出され

た意見なども内容に反映させている。今後も継続的に利用者アンケートなどによって意見収集しな

がら、公共交通施策や運行内容に反映させていく。 

 

１１．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表５」を作成し添付 

１２．乗用タクシーの運賃低廉化措置を行う地域の概要 

【乗用タクシーの運賃低廉化措置を行う場合のみ】 

（１）過去に乗合旅客の運送を行っていた乗合バス事業等 
該当なし 

（２）交通手段の検討状況 
該当なし 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所） 酒田市本町二丁目２番 45号   

（所 属） 酒田市企画部都市デザイン課  

（氏 名） 齋藤武有           

（電 話） 0234-26-5756         

（e-mail） kotu@city.sakata.lg.jp       
 



表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） R6年度

起点 経由地 終点 運行態様の別
基準ハで該
当する要件
（別表７・９）

補助対象地域間幹
線系統等と接続の
確保

基準ホで該
当する要件
（別表７のみ）

（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」及び「運送継続特例措置」については、利便増進計画又は運送継続計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１０）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

③

日本海
総合病
院、中町

往 22.2ｋｍ

復 22.3ｋｍ

運行系統
地域内フィーダー系統の基準適合

（別表７・別表９・別表１０）

往 21.3ｋｍ

循環

循環

計画
運行
日数

計画
運行
回数

利
便
増
進
特
例
措
置

364日 2,548回 路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③路線定期運行

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

路線定期運行

運
送
継
続
特
例
措
置

酒田駅
前

364日 2,548回
復 21.6ｋｍ

往 19.9ｋｍ

復 20.1ｋｍ

244日 976回

市区町村名 運送予定者名
運行系統名等
（申請番号）

系統
キロ程

(1) 市内循環A線
酒田駅
前

中町、日
本海総
合病院

酒田駅
前

酒田市

工業団
地前(8) 酒田駅大学線4

酒田駅
前

中町

(5) 酒田駅大学線1

(3) 市内循環Ｃ線 中町
酒田駅、
日本海総
合病院

中町
往 22.4ｋｍ

244日

①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

往　7.8ｋｍ

復　　　ｋｍ

(2) 市内循環B線
酒田駅
前

(7) 酒田駅大学線3
酒田駅
前

976回

酒田駅
前

中町、若
宮町

日本海
総合病
院

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

中町
循環

③

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③

364回 路線定期運行 ① ③

364日 1,638回 路線定期運行 ①

364日 546回 路線定期運行 ①

364日

364日 364回 路線定期運行

③
復 22.9ｋｍ

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復  16.3ｋｍ

酒田市

(6) 酒田駅大学線2
酒田駅
前

中町、高
見台

日本海
総合病
院

往  18.4ｋｍ

①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
循環

(4) 市内循環Ｄ線 中町
日本海総
合病院、
酒田駅

日和山公
園、中町、
若宮町

日本海
総合病
院

364日 182.0回

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③

若宮町、
酒田市
役所前

酒田駅
前

往　　　ｋｍ
364日 364回 路線定期運行 ①

復 11.2ｋｍ

①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復 28.0ｋｍ

復　7.4ｋｍ

(11) 古湊アイアイひらた線 古湊
栄町、中
町、砂越
駅前

アイア
イひら
た

往 28.3ｋｍ

大学前
高見台、
酒田市
役所前

酒田駅
前

往  　　ｋｍ

新堀・広
野地区

往　　　ｋｍ
129日

156日 624回 路線定期運行

336回 区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

(13) 東平田・中平田・北平田地区

東平田・
中平田・
北平田地
区

往　　　ｋｍ
138日 974回 区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

復　　　ｋｍ

(14) 西荒瀬・南遊佐地区
西荒瀬・
南遊佐
地区

往　　　ｋｍ
1,008回 区域運行 ①147日

③
復　　　ｋｍ

(16) 浜中・黒森・十坂地区
浜中・黒
森・十坂
地区

往　　　ｋｍ
147日 822回 区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③

区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

775回
本楯・上
田地区

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
132日

酒田市

(9) 酒田駅大学線5 大学前

(10) 酒田駅大学線6

(15) 本楯・上田地区

(12) 新堀・広野地区

酒田市

(17) 八幡地域
八幡地
域

往　　　ｋｍ
147日 1,046回 区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

(18) 松山地域
松山地
域

往　　　ｋｍ
143日

(19) 平田地域
平田地
域

往　　　ｋｍ
147日

復　　　ｋｍ

平田地
域

往　　　ｋｍ
147日

区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

1,119回 区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③

砂越駅でJR羽越本線と接
続 ③

復　　　ｋｍ

1,514回

(20) 平田総合支所管内便

復　　　ｋｍ

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ

回
往　　　ｋｍ

日

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ

酒田市

酒田合同自動車㈱
酒田第一タクシー㈱
港タクシー㈱
松山観光タクシー㈲
㈱観光タクシー

酒田合同自動車㈱
酒田第一タクシー㈱

港タクシー㈱
松山観光タクシー㈲

㈱観光タクシー

回
往　　　ｋｍ

日

日 回

1,119回 区域運行 ②（１）



表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） R7年度

起点 経由地 終点 運行態様の別
基準ハで該
当する要件
（別表７・９）

補助対象地域間幹
線系統等と接続の
確保

基準ホで該
当する要件
（別表７のみ）

（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」及び「運送継続特例措置」については、利便増進計画又は運送継続計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１０）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

③
復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
147日 1,119回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

平田地
域

往　　　ｋｍ
147日 1,119回

区域運行 ②（１） 砂越駅でJR羽越本線と接
続

①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

区域運行

往　　　ｋｍ

平田地
域

143日 1,514回 区域運行

1,046回 区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

八幡地
域

往　　　ｋｍ
147日

復　　　ｋｍ
①

酒田市

酒田合同自動車㈱
酒田第一タクシー㈱

港タクシー㈱
松山観光タクシー㈲

㈱観光タクシー

(17) 八幡地域

(18) 松山地域

(19) 平田地域

(20) 平田総合支所管内便

松山地
域

①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

浜中・黒
森・十坂
地区

往　　　ｋｍ
147日 822回

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

③

区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

(16) 浜中・黒森・十坂地区

往　　　ｋｍ
132日 775回(15) 本楯・上田地区

本楯・上
田地区

区域運行

①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

西荒瀬・
南遊佐
地区

往　　　ｋｍ
147日 1,008回

区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

(14) 西荒瀬・南遊佐地区

往　　　ｋｍ
138日 974回(13) 東平田・中平田・北平田地区

東平田・
中平田・
北平田地
区

区域運行

区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
新堀・広
野地区

往　　　ｋｍ
129日 336回

復　　　ｋｍ

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復 28.0ｋｍ

酒田合同自動車㈱
酒田第一タクシー㈱
港タクシー㈱
松山観光タクシー㈲
㈱観光タクシー

(12) 新堀・広野地区

アイア
イひら
た

往 28.3ｋｍ
155日 620回(11) 古湊アイアイひらた線 古湊

栄町、中
町、砂越
駅前

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③大学前
高見台、
酒田市
役所前

酒田駅
前

往  　　ｋｍ
363日 181.5回

復　7.4ｋｍ

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③大学前
若宮町、
酒田市
役所前

酒田駅
前

往　　　ｋｍ
363日 363.0回

復 11.2ｋｍ

酒田市

酒田市

(9) 酒田駅大学線5

(10) 酒田駅大学線6

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復　　　ｋｍ

工業団
地前

往　7.8ｋｍ
363日 363.0回(8) 酒田駅大学線4

酒田駅
前

中町

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復 22.3ｋｍ

日和山公
園、中町、
若宮町

日本海
総合病
院

往 22.2ｋｍ
363日 363.0回(7) 酒田駅大学線3

酒田駅
前

日本海
総合病
院

往  18.4ｋｍ
363日 544.5回(6) 酒田駅大学線2

酒田駅
前

中町、高
見台

往 19.9ｋｍ
363日 1,633.5回

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復  16.3ｋｍ

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復 22.9ｋｍ

(5) 酒田駅大学線1
酒田駅
前

中町
循環

244日 976回

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復 20.1ｋｍ

中町、若
宮町

日本海
総合病
院

(4) 市内循環Ｄ線 中町
日本海総
合病院、
酒田駅

往 22.4ｋｍ
244日 976回

③
復 21.6ｋｍ

(3) 市内循環Ｃ線 中町
酒田駅、
日本海総
合病院

中町

363日 2,541回 路線定期運行 ①

①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
循環

路線定期運行

酒田駅
前

循環
酒田駅
前

2,541回 路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

酒田駅
前

中町、日
本海総
合病院

酒田駅
前

往 21.3ｋｍ
363日

日本海
総合病
院、中町

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

計画
運行
日数

計画
運行
回数

利
便
増
進
特
例
措
置

運
送
継
続
特
例
措
置

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７・別表９・別表１０）

酒田市 酒田市

(1) 市内循環A線

市区町村名 運送予定者名
運行系統名等
（申請番号）

運行系統

系統
キロ程

③
循環

(2) 市内循環B線



表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） R8年度

起点 経由地 終点 運行態様の別
基準ハで該
当する要件
（別表７・９）

補助対象地域間幹
線系統等と接続の
確保

基準ホで該
当する要件
（別表７のみ）

（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」及び「運送継続特例措置」については、利便増進計画又は運送継続計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１０）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

③
復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
147日 1,119回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

平田地
域

往　　　ｋｍ
147日 1,119回

区域運行 ②（１） 砂越駅でJR羽越本線と接
続

①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

区域運行

往　　　ｋｍ

平田地
域

143日 1,514回 区域運行

1,046回 区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

八幡地
域

往　　　ｋｍ
147日

復　　　ｋｍ
①

酒田市

酒田合同自動車㈱
酒田第一タクシー㈱

港タクシー㈱
松山観光タクシー㈲

㈱観光タクシー

(17) 八幡地域

(18) 松山地域

(19) 平田地域

(20) 平田総合支所管内便

松山地
域

①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

浜中・黒
森・十坂
地区

往　　　ｋｍ
147日 822回

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

③

区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

(16) 浜中・黒森・十坂地区

往　　　ｋｍ
132日 775回(15) 本楯・上田地区

本楯・上
田地区

区域運行

①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

西荒瀬・
南遊佐
地区

往　　　ｋｍ
147日 1,008回

区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
復　　　ｋｍ

(14) 西荒瀬・南遊佐地区

往　　　ｋｍ
138日 974回(13) 東平田・中平田・北平田地区

東平田・
中平田・
北平田地
区

区域運行

区域運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町で補助対象地域間幹
線系統（三川酒田線）と接
続

③
新堀・広
野地区

往　　　ｋｍ
129日 336回

復　　　ｋｍ

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復 28.0ｋｍ

酒田合同自動車㈱
酒田第一タクシー㈱
港タクシー㈱
松山観光タクシー㈲
㈱観光タクシー

(12) 新堀・広野地区

アイア
イひら
た

往 28.3ｋｍ
156日 624回(11) 古湊アイアイひらた線 古湊

栄町、中
町、砂越
駅前

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③大学前
高見台、
酒田市
役所前

酒田駅
前

往  　　ｋｍ
363日 181.5回

復　7.4ｋｍ

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③大学前
若宮町、
酒田市
役所前

酒田駅
前

往　　　ｋｍ
363日 363回

復 11.2ｋｍ

酒田市

酒田市

(9) 酒田駅大学線5

(10) 酒田駅大学線6

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復　　　ｋｍ

工業団
地前

往　7.8ｋｍ
363日 363.0回(8) 酒田駅大学線4

酒田駅
前

中町

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復 22.3ｋｍ

日和山公
園、中町、
若宮町

日本海
総合病
院

往 22.2ｋｍ
363日 363.0回(7) 酒田駅大学線3

酒田駅
前

日本海
総合病
院

往  18.4ｋｍ
363日 544.5回(6) 酒田駅大学線2

酒田駅
前

中町、高
見台

往 19.9ｋｍ
363日 1,633.5回

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復  16.3ｋｍ

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復 22.9ｋｍ

(5) 酒田駅大学線1
酒田駅
前

中町
循環

242日 968回

路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
復 20.1ｋｍ

中町、若
宮町

日本海
総合病
院

(4) 市内循環Ｄ線 中町
日本海総
合病院、
酒田駅

往 22.4ｋｍ
242日 968回

③
復 21.6ｋｍ

(3) 市内循環Ｃ線 中町
酒田駅、
日本海総
合病院

中町

363日 2,541回 路線定期運行 ①

①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

③
循環

路線定期運行

酒田駅
前

循環
酒田駅
前

2,541回 路線定期運行 ①

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

酒田駅
前

中町、日
本海総
合病院

酒田駅
前

往 21.3ｋｍ
363日

日本海
総合病
院、中町

酒田駅、日本海総合病院、
中町周辺で補助対象地域
間幹線系統（三川酒田線）
と接続

計画
運行
日数

計画
運行
回数

利
便
増
進
特
例
措
置

運
送
継
続
特
例
措
置

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７・別表９・別表１０）

酒田市 酒田市

(1) 市内循環A線

市区町村名 運送予定者名
運行系統名等
（申請番号）

運行系統

系統
キロ程

③
循環

(2) 市内循環B線



表５　地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

（単位：人）

　交通不便地域等の内訳

（１）記載要領

１．

２．

３．

４．

５．

６．

（２）添付書類
１． 「人口集中地区以外の地区」及び「交通不便地域等」の区分が分かる地図を添付すること。

（ただし、全域が交通不便地域等となる場合には省略可）

市区町村名 酒田市

人　口

人口集中地区以外 41,600

交通不便地域等 5,594

人　口 対象地区 根拠法

5,594 旧平田町
過疎地域の持続的発展の支援に関する

特別措置法第3条第1項及び第2項

　地域公共交通計画、地域公共交通利便増進実施計画、地域旅客運送サービス継続実施計画の策定年月日
及び特例適用開始年度

「交通不便地域等」の欄は、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（以下、
「交付要綱」という。）の別表７（ハ②（１））に記載のある過疎地域の人口、交付要綱別表７
（ハ②（２）（実施要領の２．（１）⑪））に基づき地方運輸局長等が指定する交通不便地域の
人口及び交付要綱別表７リに基づき地方運輸局長等が認める地域の合計（重複する場合
を除く）を記載すること。

「対象地区」の欄には、当該市町村の一部が交付要綱別表７（ハ②（１））に掲げる法律（根
拠法）に基づき地域指定されている場合に、根拠法ごとに当該区域の旧市町村名等を記載
すること。また、地方運輸局長等が指定する交通不便地域等が存在する場合には、該当す
る区域名を記載すること。

「根拠法」の欄は、交通不便地域を地方運輸局長等が指定した場合は、「局長指定」と記載
すること。また、乗用タクシー以外での輸送が著しく困難であるものとして地方運輸局長等
が認めた場合は、「局長指定（乗用）」と記載すること。

「特例適用開始年度」の欄は、地域公共交通利便増進実施計画又は地域旅客運送サービ
ス継続実施計画を策定し、特例を適用する場合に記載すること。

人口は最新の国勢調査結果を基に記載すること。ただし、地方運輸局長等が指定する交
通不便地域の場合は、申請する年度の前年度の３月末現在の住民基本台帳を基に記載
すること。

「人口集中地区以外」の欄は、国勢調査結果により設定された人口集中地区に該当しない
地区の人口を記載すること。

計画名 策定年月日 特例適用開始年度

山形県地域公共交通計画 令和３年３月



表６　車両の取得計画の概要（車両減価償却費等補助）（地域内フィーダー系統）

イ ロ ハ

酒田市 1
（3）
（4）

市内循環C線
市内循環D線

ノンステップ型 スロープ付き 標準仕様 27 R4.5 一括

酒田市 2
（5）
～

（10）
酒田駅大学線 ノンステップ型 スロープ付き 標準仕様 34 R6.9（予定） 一括

3 （　）

4 （　）

5 （　）

（注）

５．「購入等の種別」については、一括、割賦又はリースの別を記載すること。

市区町村名 バス事業者等名

申
請
番
号

運行の用に供する
補助対象系統名

（申請番号）

乗車
定員

購入年月

利便
増進
特例
措置

運送
継続
特例
措置

購入等の種別

酒田市

補助対象車両の種別

１．「補助対象車両の種別」については、イ欄にノンステップ型、ワンステップ型、小型車両又はプティバスの別を、ロ欄にスロープ付き又はリフト付きの別を、ハ欄に標準仕様（ノンステップバス認定
要領（平成２２年６月４日付け国自技第４９号又は平成２７年７月２日付け国自技第７５号）に基づく認定を受けたもの）又は非標準仕様の別を記載すること。

２．「乗車定員」については、座席数（運転席を含む）に立席数を加えた数を記載すること。なお、立席は座席を除いた面積を１人あたりの専有面積0.14平方メートルで除した数とする（道路運送車両
保安基準第24条、第53条）。

３．「購入年月」については、初年度の場合は購入予定年月を記載すること。

４．「利便増進特例措置」又は「運送継続特例措置」については、地域公共交通利便増進計画又は地域旅客運送サービス継続実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適
用（別表９又は別表１０）を受けた補助対象系統の運行の用に供する場合のみ「○」を記載すること。



古湊アイアイひらた線

古湊アイアイひらた線

酒田駅大学線

デマンドタクシー

西荒瀬・南遊佐地区

デマンドタクシー

東平田・中平田・北平田地区

市内循環Ｃ・Ｄ線

デマンドタクシー

松山地域（管内便・庄内町便）

市内循環Ａ・Ｂ線

デマンドタクシー

本楯・上田地区

デマンドタクシー

新堀・広野地区

デマンドタクシー
浜中・黒森・十坂地区

デマンドタクシー
平田地域（管内便）

デマンドタクシー
八幡地域（管内便）

庄内交通 庄内空港連絡バス

日本海総合病院

酒田駅

中町

【幹線】

庄内交通 三川酒田線

市内循環Ａ・Ｂ線

市内循環Ｃ・Ｄ線

酒田駅大学線

古湊アイアイひらた線

庄内交通　三川酒田線

庄内交通　庄内空港連絡バス

デマンドタクシー

凡例

デマンドタクシーの運行時刻 ［運休日：土・日・祝、12/31～1/3］

■ 市街地行（平日運行）

便 自宅等から 乗降場所から 便 自宅等から 乗降場所から 便 自宅等から 乗降場所から

1便 7:30 11:30 1便 9:00 10:00 1便 9:30 11:30

2便 9:30 14:00 2便 10:30 11:30 2便 11:00 14:00

3便 13:00 16:00 3便 14:00 13:00

4便 15:00 17:30 4便 - 15:00

■ 松山庄内町線（月水金運行）■ 総合支所管内線（平日運行）

酒田市管内
生活交通路線図

令和5年4月1日 現在

　　　　



古湊アイアイひらた線

酒田駅大学線

市内循環Ｃ・Ｄ線

日本海総合病院

酒田駅

中町

市内循環Ａ・Ｂ線

酒田市 市街地バス路線図
［令和5年4月1日 現在］

市内循環Ａ・Ｂ線

市内循環Ｃ・Ｄ線

酒田駅大学線

古湊アイアイひらた線

庄内交通　三川酒田線

庄内交通　庄内空港連絡バス

凡例

　　　　





























  酒田市デマンドタクシー運⾏地区（令和 5 年 4 ⽉ 1 ⽇ 現在） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八幡（管内線）

平田（管内線）

松⼭ 
（管内線・庄内町線）

⻄荒瀬・南遊佐
本楯・上田 

東平田・中平田・北平田

浜中・⿊森・⼗坂
新堀・広野 

⽇本海総合病院 

中町 

三川酒田線と 
酒田駅、中町周辺、 
⽇本海総合病院で
接続 

市街地⾏き 
⽇本海総合病院、酒田リハビリ病院、中町、酒田駅前、⽂化センター正⾯⼝、東中の⼝、 
⻲ケ崎⼩学校前、⻲ケ崎 6 丁目、東泉町 2 丁目、ゆたか 1 丁目、旭新町、あきほ橋、 
富⼠⾒町 2 丁目、錦町 4 丁目北、⾼⾒台、⼤町構前（松⼭限定） 

総合⽀所 
管内線 

八幡 たわわ、⽇本海八幡クリニック、八幡昭和通り、八幡総合⽀所、ゆりんこ 
松⼭ 庄内みどり農協松⼭⽀店、松⼭診療所 
平田 砂越駅前、⼤町溝前、ひらたタウンセンター、東部中学校前 

松⼭庄内町線 庄内余目病院、余目郵便局、庄内警察署 

市街地⾏（平⽇運⾏） 

便 ⾃宅等から 
乗降場所へ 

乗降場所か 
ら⾃宅等へ 

1 便 7︓30 11︓30 
2 便 9︓30 14︓00 
3 便 13︓00 16︓00 
4 便 15︓00 17︓30 

総合⽀所管内線（平⽇運⾏） 

便 ⾃宅等から 
乗降場所へ 

乗降場所か 
ら⾃宅等へ 

1 便 9︓00 10︓00 
2 便 10︓30 11︓30 
3 便 14︓00 13︓00 
4 便 － 15︓00 

 

松⼭庄内町線（⽉⽔⾦運⾏） 

便 ⾃宅等から 
乗降場所へ 

乗降場所か 
ら⾃宅等へ 

1 便 9︓30 11︓30 
2 便 11︓00 14︓00 

 

デマンドタクシー運⾏時刻 ※運休⽇（全便）／⼟⽇祝休⽇、12/31〜1/3 

【乗降場所】 【乗⾞予約】 
予約受付センター︓ 0234-22-2232 
・ 7 時 30 分から 17 時（⼟⽇祝休み） 
・ 利⽤予定⽇の 2 週間前から 

運⾏時刻の 2 時間前まで 



酒田市の人口集中地区（R2 年 国勢調査）と 交通不便地域（旧平田町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒田市 

人口集中地区 拡大図 

（R2 年 国勢調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧平田町 


